
2020 年度 会計報告

児童養護施設業界の支援活動が今期で11年目となり財団法人としては２期目を迎えます。この事業は、児童養護施設で関わる現場職員、卒園をした若者達（ユース）が望む支援活動です。今後の方針として、前年度同様に巣立ちをす
るための基金をしっかりと基盤を固め、緊急時に支援ができる環境を整えていくことが現場では求められています。また多くの施設を巣立った若者からの生活についての支援の声が集まっています。今後も現場の声、ユースの声をい
ち早く形にできる組織に作り上げ、少しずつ第三セクターを取りまとめる法人となるように務めて参ります。次年度は業界のために更なる事業拡大を目指し、財団としての立ち位置をしっかり示したいと考えております。

事業を振り返り

会計報告書作成日：2021年6月1日

監査と情報公開
日本児童養護施設財団では、監事による会計および
業務全体の内部監査とともに、外部の独立した税理
士に依頼して会計監査を受けています。その会計報
告の概要は、財団ホームページで公開しています。


